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高温界面物性とその応用

















































Fig.1 Micro porous structure made 01 CaO 
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科(現マテリアル生産科学専攻)の助手、助教授を経て、平成14年10月に教授に就任じ、 現在に至っている。
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Fig.2 Porous layer formed at a surface of Fe substrate 
‘ー.20μm 
















































dG=PdV-SdT十2:仰のけσdA …H ・H ・....…・(1)
上式において、 G:自曲エネルギー、 P:庄力、 V:体積、
s:エントロピー、 T:温度、 μsとnj 成分iの化学ポテン
シャルとモル数、 σ:表面または界面エネルギー、 A:表閣
議または界面積である。また、右辺第4項の表面エネルギー
の寄与dGSurface/ J . mol-1は、半径rの球に対して、モル体
議Vを用いて次式のように記述できる 6-8)。
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14∞r Liquid Phase (a)B叫k.(0) r= 10nm. (d) r= 5n血
。 0_2 0-4 0_6 0_8 1.0 
Cu Mole fraction of Pb Pb 
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